
営農経済渉外係長
木村　比呂志

〔豊里・八基地区担当〕

＊
今
月
号
は
私
が
担
当
し
ま
し
た
。

＊
今
月
号
は
私
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
ネ
ギ
や
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
収
穫
が
終
わ
っ
た
圃

場
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
次
作
の
作
物

を
栽
培
す
る
前
に
地
力
を
高
め
る
た
め
、

緑
肥
の
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

古
く
か
ら
、
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
に
代
表
さ

れ
る
緑
肥
は
、
植
物
の
葉
や
茎
な
ど
を

枯
ら
し
た
り
、
腐
ら
せ
た
り
せ
ず
に
、

畑
な
ど
の
土
壌
に
入
れ
て
耕
し
、
肥
料

に
す
る
な
ど
、
様
々
な
利
用
効
果
が
あ

り
ま
す
。
堆
肥
の
よ
う
に
運
搬
す
る
こ

と
な
く
、
手
軽
に
有
機
物
を
供
給
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
も
特
徴
で
す
。

①
物
理
性
の
改
善

・
土
壌
の
団
粒
構
造
の
形
成

・
透
水
性
の
改
善

　表　代表的な緑肥

②
科
学
性
の
改
善

・
塩
類
除
去（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ク
ロ
ッ
プ
）

・
保
肥
力
の
増
大

③
生
物
性
の
改
善

・
土
壌
微
生
物
の
多
様
性
の
改
善

・
土
壌
病
害
の
抑
制

・
有
害
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
抑
制

④
環
境
保
全

・
景
観
美
化
（
遊
休
農
地
対
策
）

・
表
土
飛
出
・
飛
砂
防
止

・
雑
草
の
発
芽
・
定
着
抑
制

・
防
風
・
耐
倒
伏
性
効
果

　

ま
ず
、
農
作
物
に
合
っ
た
緑
肥
を
選

ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
農
作
物
も
緑
肥

用
の
植
物
も
様
々
な
品
種
が
あ
る
た
め
、

土
壌
環
境
や
畑
の
状
況
に
合
わ
せ
て
選

定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
表
）。

　　

緑
肥
に
利
用
す
る
植
物
の
種
を
ま
く

場
合
、
一
般
的
な
植
物
と
同
じ
よ
う
に
、

手
作
業
も
し
く
は
播
種
機
を
用
い
て
行

い
ま
す
。
除
草
剤
等
を
散
布
す
る
際
に

使
用
す
る
散
粒
機
な
ど
を
使
う
と
、
ム

ラ
な
く
短
期
間
で
播
種
で
き
ま
す
。

　

播
種
後
は
、
発
芽
や
初
期
生
育
を
安

定
さ
せ
る
た
め
に
、
覆
土
鎮
圧
を
忘
れ

ず
に
行
い
、
覆
土
の
厚
さ
は
種
子
の
種

類
に
よ
っ
て
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
種
子
の
３
～
５
倍
と
い

わ
れ
て
い
て
、
エ
ン
バ
ク
な
ど
の
比
較

的
大
き
な
種
子
は
、
３
～
５
㎝
程
度
、

ギ
ニ
ア
グ
ラ
ス
な
ど
の
小
粒
の
種
子
で

は
、
軽
く
か
き
混
ぜ
る
程
度
の
深
さ
が

目
安
で
す
。

　

広
い
圃
場
で
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ロ

ー
タ
リ
ー
で
す
き
込
む
方
法
が
一
般
的

で
す
。
ソ
ル
ゴ
ー
な
ど
草
丈
が
高
い
植

物
の
場
合
は
、
フ
レ
ー
ル
モ
ア
な
ど
で

で
き
る
だ
け
細
か
く
細
断
し
て
か
ら
、

す
き
込
む
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
緑
肥
の
分
解
を
促
す
た
め
に

も
、
一
度
す
き
込
ん
だ
後
、
さ
ら
に
２

回
ほ
ど
ロ
ー
タ
リ
ー
が
け
を
行
う
と
、

き
れ
い
な
播
種
床
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。　

　　

種
が
で
き
る
前
に
す
き
込
む
こ
と
が

重
要
で
す
。
種
が
で
き
て
か
ら
す
き
込

む
と
、
再
び
緑
肥
が
発
芽
し
て
し
ま
い

ま
す
。　　
　
　

　

作
業
は
余
裕
を
持
っ
て
行
い
ま
し
ょ

う
。
す
き
込
み
後
、
す
ぐ
に
次
作
の
播

種
・
定
植
を
行
う
と
、
発
芽
・
生
育
障

害
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
岐
根
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
、

大
根
な
ど
の
根
菜
類
は
深
め
に
す
き
込

み
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
圃
場
の
状
態
、
す
き
込
み
時

期
で
完
熟
時
期
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
緑
肥
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
、
そ
の

効
用
も
異
な
る
た
め
、
目
的
に
あ
っ
た

緑
肥
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
目
的

に
合
わ
せ
て
緑
肥
を
使
い
分
け
、
良
い

品
質
の
野
菜
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

緑
肥
作
物
の
有
効
活
用

に
つ
い
て

作 物 名 品　種 播　種　期 効　　果 特　　　記

エンバク ヘイオーツ ３月上 ～ ５月下旬
８月下 ～ ９月中旬

団粒構造の形成
保肥力の増大

根菜類・アブラナ科の
根こぶ病　抑制

ギニアグラス ナツカゼ ５月下 ～ ８月上旬 センチュウ抑制
硬盤破砕 後作ブロッコリー

ハゼリソウ アンジェリア  ３月上 ～ ４月下旬
10月下 ～ 11月中旬

地力向上
景観美化 後作ネギ

チャガラシ 辛　神  ３月上 ～ ４月下旬
10月中 ～ 11月上旬

病害抑制
地力向上

ほうれん草萎凋病・　
トマト青枯れ病　抑制

※他の緑肥等については、営農経済部 営農支援課、または、最寄りの営農経済センターにお問い合わせください。

緑
肥
作
物
の
効
果

緑
肥
と
は

緑
肥
の
使
い
方

緑
肥
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト

播
　
　
種

す
き
込
み
方
法

す
き
込
み
時
期
の
ポ
イ
ン
ト

す
き
込
み
時
の
注
意
点


